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第１章 策定の趣旨 
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  日本の総人口は平成 22 年頃を最大として、以後、減少傾向に転じています。現在の年齢

別の人口構成や出生率の状況を踏まえると、今後の人口の減少傾向は確定的であり、このこ

とは水道にとって給水人口や給水量も減少し続けることを意味します。これは佐渡市におい

ても同様で、人口減少等に伴う給水収益の減少により、水道事業は、『拡張の時代』から

『減少の時代』へと、重要な転換期に差し掛かっています。 

  その一方で、浄水場や配水管などの施設老朽化の更新需要や、施設の耐震化の向上など、

健全な施設整備に向けた投資の必要性が高まっており、水道事業経営をめぐる環境は厳しい

のが現状です。そのため、将来にわたって水道水を安全供給するための膨大な施設更新費用

の捻出が重要事項となっています。 

  このように、経営環境が変化している状況下であっても、中長期的な視点から将来を見据

えて計画的に事業を推進していく必要があるため、健全な水道事業運営の指針として『佐渡

市水道ビジョン』を平成 29 年３月に策定し、その後『佐渡市新水道ビジョン』として令和

4 年 7 月に改訂を行い現在に至ります。 

  現在公表している『佐渡市新水道ビジョン』は、令和 7 年度を目標年度として策定してお

り、改めて見直しを行う時期となりました。 

  そこで、今回改めて公表するビジョンは、令和 17 年度までの 10 年間を目標年度として、

中長期的な視点から将来を見据えて計画的に事業を推進していくため、佐渡市総合計画での

財政計画と水道事業アセットマネジメントによる中長期施設更新計画の策定を受けて、４年

を目安とするフォローアップを実施し、健全な水道事業運営の指針として、この度『佐渡市

水道事業ビジョン』として改定を行いました。 

  佐渡市の水道事業が将来にわたって健全であり続けるために、このビジョンに掲げる将来

像へと着実に向かっていくとともに、市民の皆様へ将来にわたって安全な水を安定的にお届

けできるよう努めます。そのため、ビジョンに掲げる将来像の具現化に向けて経営の改善や

合理化を徹底し、安定した事業運営を目指します。 

  

１．１ 策定の趣旨 
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１．２ 計画の位置づけ  

 

  この『佐渡市水道事業ビジョン』は、当面の目標を概ね 10 年後とし、佐渡市水道事業に

おける中期的な事業運営の指針を示しています。 

  このビジョンは、国の「新水道ビジョン」を踏まえた、50 年後 100 年後の将来を見据え

た取り組みの一環として策定した『佐渡市水道事業基本計画(アセットマネジメント支援)』

の枠組みの一部とし、10 年後の水道事業の将来像を示すことを基本としています。 

  なお、『佐渡市水道事業ビジョン』に掲げた施策の実施にあたっては、具体的な財政収支

や進捗状況、また社会情勢の変化を踏まえて、適宜見直しを行い、計画的かつ効率的に事業

運営を推進して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

r 新水道ピジョン ］ 
（国土交通省水管理•国土保全局水道事業課）

基本理念

地域とともに、

信頼を未来につなぐ日本の水道

佐渡市水道事業基本計画
（アセットマネジメント支援）

計画期間：令和元年度～令和40年度

「 佐渡市水道事業ビジョン l 
基本理念

未来へつなぐ安全で強靭な水道

計画期間：令和8年度～令和 17年度
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第２章 水道事業の沿革 

２．１ 水道事業の沿革 
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（１）佐渡市水道事業の概要 

 佐渡市の水道は、昭和28年11月に両津地区において簡易水道が創設され、昭和29年の給水開

始以来、昭和30年代前半から40年代に合併前旧10市町村で次々に水道が創設されました。その

後拡張事業を展開し、逐次給水区域を広げてきました。また、両津地区と相川地区の海岸沿いお

よび国中、南佐渡地区の中山間部には小さな集落が数多く存在することから、集落ごとに水源を

求めコンパクトな簡易水道施設を設置して水道の普及に努めてきました。 

 佐渡市となってからも未普及区域解消に努め、これらの努力により現在の普及率は約99％と

なっており、一部の山間地域を除く市内ほぼ全域の皆様が水道を利用しています。 

 佐渡市が経営する水道事業は、合併前旧市町村が経営していた水道事業をそのまま引き継い

だもので、その後において、段階的に料金統一、簡易水道の統廃合を進め、最終的に平成28年度

で上水道4地区、簡易水道40地区を一つに統合し、佐渡市水道事業としてスタートしています。 

 この他に、佐渡市内には集落認可による小規模水道が2地区存在します。 

 

（２）佐渡市水道事業の現状 

1) 給水状況 

 佐渡市は離島であり、水量豊富な河川等がなく、農業用水との調整や地域間の調整など、水道

創設以来水源の確保には大変苦労を重ねてきました。 

 このため、水源の種別もダム貯水、河川表流水・伏流水、井戸、湧水など多種にわたります。

佐渡市全体の取水量を合計すると１日76,998㎥の取水が可能で、水源数は市全体で125箇所と

なっています。 

 特に、両津地区と相川地区の海岸線に点在する集落は、山と海に挟まれており、集落単位の小

規模な水道施設（滅菌設備のみの浄水場や小容量の配水池）が多く整備されています。しかし、

水源が山奥にあるケースが多いため、導水管路の延長が長く、さらに高低差が激しいことから減

圧施設が多く設置されています。 

 また、畑野地区、真野地区、小木地区、羽茂地区、赤泊地区では、中山間部まで点在する集落

や家屋へ給水しているため、給水件数に対する配水管路の延長が非常に長くなっています。さら

に、起伏が多く高低差が激しいため、減圧施設、空気弁、高区配水池、低区配水池などの付帯設

備が多く設置されています。 

 このように、長年の普及整備の結果、高い普及率を達成しています。ただし、統合により事業

の約4割を旧簡易水道が占める状況となっており、経営効率は悪化しています。 

 

２．１ 水道事業の沿革 
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2) 会計 

 平成27年度をもって簡易水道事業特別会計を廃止し、経営を一本化しました。平成28年度か

ら地方公営企業法を適用し、佐渡市水道事業会計として一つの会計で処理しています。 

 

3) 組織 

 佐渡市における上水道事業、下水道事業、集落排水事業および合併処理浄化槽整備事業を上下

水道課で担当しています。 

 上水道の庶務、会計、料金調定収納、工事関連については本庁一括で対応していますが、島の

面積が広いため、施設維持管理・漏水対応、料金徴収など、現地での対応が必要な業務は地区割

りで実施しています。佐和田地区、金井地区、新穂地区、畑野地区、真野地区を本庁の管轄とし、

両津地区を両津市民センター管轄、相川地区を相川市民センター管轄、小木地区、羽茂地区、赤

泊地区を羽茂市民センター管轄として対応しています。各種届出、料金の領収および納入通知書

の再発行は、佐渡市内各地区に設置されている行政サービスセンター窓口でも対応しています。 

 

 

（３）創設から今日までの佐渡市水道事業の歴史 

年号 水道のあゆみ 

平成 15年度 

平成 16 年 3 月１日に、市内 10 市町村（両津市、相川町、佐和田町、金井町、新穂村、畑野町、真

野町、小木町、羽茂町、赤泊村）が対等合併により佐渡市となり、本庁機能を旧金井庁舎に置く 

各地区の水道事業および簡易水道事業を、旧市町村単位に設置された各支所の水道課においてその

まま引き継ぐ。 

平成 17年度 

佐和田地区上水道事業経営変更認可 

白瀬簡易水道、玉崎簡易水道および北五十里簡易水道を両津地区上水道に編入する。 

企業会計職員 5 人減により 25 人となる。 

平成 18年度 

本庁を、水道課と下水道課の２課体制とし、各支所は建設水道課とする。 

真野地区簡易水道事業経営変更認可 

佐和田地区上水道事業経営変更認可 

平成 19年度 

水道事業の本庁機能を、真野支所に移転する。 

簡易水道の統合計画を国に提出する。 

上水道地区および一部簡易水道地区の水道料金を口径別料金に統一し、市内約 70％が統一料金とな

る。 

羽二生簡易水道、両尾簡易水道を両津地区上水道に編入する。 

二宮簡易水道の一部を佐和田地区上水道に編入する。 

平成 20年度 

畑野・小倉簡易水道、丸山・浜河内簡易水道および多田簡易水道の水道料金を統一し、市内約 80％

が統一料金となる。 

企業会計職員２人削減により 23 人となる。 

佐渡市水道ビジョンを策定する。 
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平成 21年度 

両津、相川、羽茂支所に上下水道係を残し、佐和田、新穂、畑野、真野、小木、赤泊地区は行政サ

ービスセンターとなる。 

企業会計職員３人減により２０人となる。 

金井地区上水道事業経営変更認可 

平成 22年度 

金井東部簡易水道を金井地区上水道に編入する。 

水道課と下水道課が統合され、上下水道課となる。 

企業会計職員 1 人減により 19 人となる。 

平成 23年度 

二宮簡易水道の一部、沢根簡易水道を佐和田上水道に編入する。 

真野東部簡易水道を真野簡易水道に編入する。 

二見簡易水道、畑野・小倉簡易水道に地方公営企業法を適用する。 

小木町簡易水道、沢崎簡易水道、羽茂簡易水道、大滝簡易水道、赤泊簡易水道の料金を統一し、市

内約 95％が統一料金となる。 

水道料金を改定し、基本料金を 300 円値上げする。 

簡易水道統合編入による企業会計の高料金対策として、一般会計から基準外繰入金を繰り入れる。 

企業会計職員１人増により 20 人となる。 

平成 26年度 
消費税および地方消費税増税分について水道料金を改定する。 

岩首簡易水道、前浜簡易水道の料金を統一する。 

平成 27年度 
簡易水道事業特別会計を廃止する。 

両津大川簡易水道、水津簡易水道、見立簡易水道、鷲崎簡易水道の料金を統一する。 

平成 28年度 

簡易水道事業特別会計を水道事業会計に引き継ぎ、会計を一本化する。 

簡易水道事業会計の廃止に伴い、企業会計職員を 14 人増とし、34 人となる。 

市内全域の水道料金を統一する。 

佐渡市上水道事業経営認可（市内の水道事業を一本化する。） 

佐渡市新水道ビジョンを策定する。 

平成 29年度 
企業会計職員 2 人減により 32 人となる。 

１月末の寒波により市内 10,656 世帯で漏水による断水。 

令和元年度 
企業会計職員 1 人減により 31 人となる。 

内税から外税に変更し、消費税および地方消費税増税分について、水道料金を改定する。 

令和 2年度 企業会計職員 1 人減により 30 人となる。 

令和 3年度 
企業会計職員 1 人減により 29 人となる。 

佐渡市新水道ビジョンの改訂に向けた財政課との協議。 

令和 4年度 

企業会計職員短時間勤務職員１人増により 30 人となる。 

佐渡市新水道ビジョンを改定する。 

１２月の大雪による停電で圧送ポンプが停止し断水。 

１月寒波の影響による漏水で断水。 

令和 5年度 １月能登半島地震の影響による漏水で断水。 

令和６年度 ４月末から水道事業の本庁機能を市役所本庁の第２庁舎３階に移転する。 

令和７年度 

企業会計職員１人減により 29 人となる。 

８月豪雨による漏水で断水。 

令和８年度に水道料金を現行に対し１０％値上げ、令和１０年度に１０％値上げすることを決定。 
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第３章 現状と課題 

３．１ 水需要 

３．２ 水質管理 

３．３ 水道施設 

３．４ 危機管理 

３．５ 環境保全 

３．６ 経営 

３．７ サービス 

一4 

4' 

SADO CITY WATER WORKS 



9 

 

（0.82 倍） 

毎年 1,050 人程度減少 

 

 

（１）人口および普及率の推移 

 平成 27 年度末における佐渡市の行政区域内人口は 57,976 人、水道普及率は 99.3％で

したが、令和 6 年度末には 47,478 人となり、水道普及率は 99.9％となりました。 

 現在、給水普及率は 99.9％と高水準を維持しています。一方、人口は減少が続いており、

平均では毎年約 1,050 人の減少でしたが、直近 2～3 年はおよそ 1,200 人程度まで増加し

ています。このため、今後はさらに人口減少が加速すると予想されます。 

 また令和 4 年度時点で公表したビジョンでは、毎年平均 1,000 人程度の人口減少であっ

たので、実際に減少のスピードは加速していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※水道普及率(％)・・・給水人口／行政区域内人口×100％ 

 給水普及率(％)・・・給水人口／給水区域内人口×100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１ 水需要 

令和 6 年度 

行政区域内人口 

47,478 人 

平成 27 年度 

行政区域内人口 

57,976 人 

58 57 56 55 54 52 51 50 49 47 

57 56 55 54 53 52 51 49 48 47 

99.3 99.3 99.3 99.3 99.3 99.4 99.4 99.3 99.7 99.99 

80.0

90.0

100.0

0

10

20

30

40

50

60

70

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

普及率(%)人口(千人)

年度

図3.1.1 人口及び普及率の推移

行政区域内人口（千人） 給水区域内人口（千人）
給水人口（千人） 水道普及率（％）

..., 

― 
＿ 
一.... ... 冒

i

- ――
 

= -----



10 

 

◇水道システムの再構築 

◇健全な水道経営 

 

（0.83 倍） 

（２）給水量の推移 

 佐渡市の上水道事業では、平成 27 年度の総有収水量が年間で 609 万 m3 でしたが、令和 6 年

度には 507 万 m3 になりました。一方、年間の総配水量は、平成 27 年度が 772 万 m3 で令和 6

年度は約 692 万 m3 でした。総配水量の減少率 0.90 倍に対し、有収水量の減少率が 0.83 倍と

なっています。この差の要因としては、老朽化した水道管からの漏水が増えたことが考えられま

す。 

 また、有収水量の減少の要因としては、節水意識の浸透、節水型家電等の普及、長引く景気の

低迷による経済活動の変化などが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※1 年間有収水量・・・・・・・・料金徴収の対象となった水量をさします。 

※2 年間無効・無収水量・・・・・・漏水、管洗浄用、メータ不感水量等、および消防用水の料金を徴収しない水量をさ

します。 
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図3.1.2 給水量の推移
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（１）水源水質の状況 

 安全で安心な水道水を市民の皆様にお届けすることは、水道事業者の最も基本的な使命であ

り、最近では、水道水の水質に対する市民の皆様の意識も非常に高まってきています。水道水の

水質は、その水源の水質に大きく左右されることから、安全で安心な水道水の供給のためには、

水源の保全と水質管理が求められています。 

 佐渡市は、水量豊富な河川等がなく、農業用水との調整や地域間の調整など、水源確保には苦

労を重ねてきた背景があります。このため、水源種別もダム貯水、河川表流水・伏流水、井戸水、

湧水など多種にわたります。個々の水源について以下のような特性を持っており、監視が必要で

す。 

 

水源名 水質特性 

ダム貯水 

（久知川ダム、大野川ダム、

道遊ダム など） 

ダム内で金属の濃度が高くなるおそれがある。ダ

ムで繁殖する藻類により、カビ臭が発生するおそ

れがある。 

河川表流水 

（藤津川、右沢、左沢 など） 

降雨により水が濁る。生活排水の流入が比較的多

い。上流域で農薬散布の可能性がある 

伏流水 

(国府川 など) 
降雨により水が濁ることがある。 

井戸水 

（市内全域） 
地質由来のヒ素が微量検出されることがある。 

湧水 

（沿岸部に多く存在） 
降雨により水が濁ることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2.1 水源水質の特性 

久知川ダム(ダム貯水) 

３．２ 水質管理 

小野見川水源(表流水) 

金井水源井戸(地下水) 相川戸中水源(湧水) 
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◇原水水質の保全・監視強化 

◇適切な水質検査の実施 

（２）浄水水質 

 水道水は、水道法に定められた項目に基づいて定期的に検査され、安全な水として供給されて

います。なお、水道水は塩素消毒が義務づけられており、水中には 1 リットルあたり 0.1 ミリ

グラム以上の遊離塩素が残留しています。また、水道水質検査業務の透明性を確保するため、水

道水質検査計画※3 を策定し、水質検査結果をホームページで公表しています。 

 

 

項 目 水質基準 
浄 水 

備 考 
両津 相川 佐和田 

一般細菌 100 個/mℓ以下 0  0  0  
病原生物 

大腸菌 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 

硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10 mg/ℓ以下 0.1 未満 0.2 0.1 未満 無機物 

塩素酸 0.6 mg/ℓ以下 0.06 未満 0.08 0.21 消毒副生成物 

クロロ酢酸 0.02 mg/ℓ以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 同 上 

クロロホルム 0.06 mg/ℓ以下 0.007 0.007 0.003 同 上 

ジクロロ酢酸 0.03 mg/ℓ以下 0.005 0.007 0.003 未満 同 上 

ジブロモクロロエタン 0.1 mg/ℓ以下 0.006 0.010 0.016 同 上 

臭素酸 0.01 mg/ℓ以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 同 上 

総トリハロメタン 0.1 mg/ℓ以下 0.021 0.030 0.036 同 上 

トリクロロ酢酸 0.03 mg/ℓ以下 0.005 0.005 0.003 同 上 

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/ℓ以下 0.008 0.011 0.010 同 上 

ブロモホルム 0.09 mg/ℓ以下 0.001 未満 0.002 0.007 同 上 

ホルムアルデヒド 0.08 mg/ℓ以下 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満 同 上 

塩化物イオン 200 mg/ℓ以下 18.0  32.0  55.0  味 

有機物（全有機炭素（TOC）） 3 mg/ℓ以下 0.5 0.5 0.9 基礎的性状 

ｐH 値 5.8～8.6 7.2  7.1  7.1  同 上 

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 同 上 

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 同 上 

色度 5 度以下 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 同 上 

濁度 2 度以下 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 同 上 

※両津久知川・原黒系、相川相川系、佐和田八幡系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※3 水質検査計画･･･水道法施行規則には、採水の場所、検査の回数等について具体的に規定されており、この規定に則

り、それぞれの水道の水源やその周辺の状況等を勘案し、どのように水質検査を実施するかについての計画を立案、文

書化したものです。  

表 3.2.2 令和 6 年度水質検査結果（概要）  (佐渡市内給水系一例) 

課題
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（１）水道施設 

 佐渡市水道事業は、事業認可上 1 つの上水道事業を運営しています。 

 佐渡市の水道施設は、合併に伴う事業区域の拡大と併せて施設数も増え、それらの多くの施設

は老朽化し、今後、更新や耐震化などを行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 水道施設 
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（0.89 倍） 

1）供給能力 

 

① 浄水施設および配水施設 

 佐渡市の浄水場は、急速ろ過※4 方式と緩速ろ過※5 方式、膜ろ過※6 方式、滅菌処理のみの、大

別して 4 つの浄水処理方式を採用しています。令和 6 年度において、佐渡市の主要浄水場であ

る久知川、歌代、佐和田、相川、真野、畑野、新穂、佐和田浄水場の施設は、建設以来 49 年を

経過しており、今後、老朽化により安定した浄水機能を果たせなくなる恐れがあります。これら

を同じ場所で改修・改築することは用地的に困難です。また、佐和田浄水場の主水源の深井戸に

ついては、アンモニア態窒素もみとめられることから、生物処理等の導入が必要と考えられ、さ

らには、水源の硬度が非常に高く、今後は RO 膜併用による処理も検討する必要があります。 

 したがって、今後想定される建設費用や、浄水場の維持管理費用の経費削減を目的として、佐

和田浄水場に代わる広域的な水道システムを再編していく必要があり、それらを行うために新

水源の獲得も視野に検討を進めているところです。 

 また、配水施設の面から言えば、佐渡市は地形が急峻であり、谷や河川を隔てて給水区域を分

割していることから小規模な配水池が多く、緊急遮断弁等により災害時に必要となる飲用水を

確保できる配水池は、藤巻配水池(両津)、佐和田配水場、相川高区配水池、相川低区配水池しか

ありません。これら配水池のように、災害時に必要となる飲用水を確保するために、随時、緊急

遮断弁を整備していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※4 急速ろ過・・・急速ろ過は比較的粗い砂や砂利を使って水中の不純物をろ過する方法であり、ろ過をする前に硫酸

アルミニウムやポリ塩化アルミニウムなどの凝集剤によって細かい粒子を凝集させ、フロックを形成させることで不純

物をろ過しやすくなります。 

※5 緩速ろ過・・・緩速ろ過は微生物のバイオフィルム形成によって、水を浄化します。この微生物の層は緩速ろ過膜

と呼ばれ、ろ過システムを 10～20 日運用後に、砂層の上層数ミリに形成されます。緩速ろ過膜は、細菌、菌類、原生

動物、輪形動物によって形成され、時間が経つと、藻類が増え、より大きな水生生物、たとえば外肛動物、軟体動物、

環形動物が生息するようになります。 

※6 膜ろ過・・・・膜ろ過とは、連続した組織の間にある孔を利用して分離操作を行うものです。対象物質の大きさとろ

過の駆動力によって、MF（精密ろ過）膜、UF（限外ろ過）膜、イオン交換膜、RO（逆浸透）膜などに分類されます。 

佐和田浄水場(佐和田) 佐和田配水場(佐和田) 

令和 6 年度 

一日平均配水量 

18,919m3 

平成 27 年度 

一日平均配水量 

21,144m3 

~ SADO CITY WATER WORKS ~ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A1%AB%E9%85%B8%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%9F%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A1%AB%E9%85%B8%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%9F%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A1%A9%E5%8C%96%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%9F%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0#.E3.83.9D.E3.83.AA.E5.A1.A9.E5.8C.96.E3.82.A2.E3.83.AB.E3.83.9F.E3.83.8B.E3.82.A6.E3.83.A0
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②管路施設 

 佐渡市の現有管路は、総延長約 1,332km の管網を形成しています。その内訳は、導水管が

129km、送水管が 101km、配水本管(概ねφ150mm 以上を設定)が 236km、配水支管が 866km

です。 

 表 3.3.1 に、管種、口径別延長内訳表を示しておりますが、全体の 10％以上の管路が管種不

明管となっています。管種不明管については、布設した年度も不明であるため、計画的に更新す

ることが必要となります。 

 

表 3.3.1 管種、口径別延長内訳表（単位：ｍ） 

(令和 6 年時点) 

区 分 DIP CIP GP,SP,SUS HPPE VP,HIVP,PE 不明 計 

φ75 以下 18,388 15 3,120 58,264 626,714 3,319 709,820 

φ100～200 未満 74,010 3,158 6,774 48,234 404,670 10,306 547,152 

φ200～350 未満 46,955 1,289 1,219 7,535 12,362 2,358 71,718 

φ350 以上 3,460 0 31 0 0 4 3,495 

総延長 142,813 4,462 11,144 114,033 1,043,746 15,987 1,332,185 

DIP：ダクタイル鋳鉄管、CIP：鋳鉄管、SP,GP,SUS：鋼管、HPPE：配水用ポリエチレン管、VP,HIVP：

硬質塩化ビニル管、PE：ポリエチレン管、不明：管種不明管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野見川水管橋(相川) 六右衛門橋水管橋(佐和田) 
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2）劣化状況 

 佐渡市の水道資産は、耐用年数 ※7 を過ぎた施設や管路が多く、漏水事故も多くなっています。 

 これら老朽施設が起こす問題のひとつに漏水事故が挙げられます。全国的に見ても、1970 年

代の高度経済成長期に布設された老朽管路の漏水が原因となる道路陥没事故や、給水停止など

の事故が頻発しております。 

 また、佐渡市上水道事業の現在価値は、約 1,680 億円で、そのうち約 11％程度が老朽化資産

(法定耐用年数の 1.5 倍を超えたもの)で、約 17％が経年化資産(法定耐用年数を過ぎたが 1.5 倍

までは経過していないもの)となっており、安全で安心な水道水を市民の皆様に安定的に供給す

るため、施設や管路などの資産を適切に維持するには、継続的な更新事業が不可欠です。 

※資産額は取得額ではなく現在価値における再構築価格を示す   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※7 法定耐用年数･･･建築・土木、機械、電気設備など減価償却資産の法定上の使用可能な見積期間のことです。  

◇老朽化施設の計画的更新 

◇水道システムの再編 

 

I • ． ． 

1・ • • 

課題

-一ー==一~--

http://m-words.jp/w/E6B89BE4BEA1E5849FE58DB4E8B387E794A3.html
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（1）災害対策 

 これまでの災害において、ライフラインである水道の断水は、社会生活に非常に大きな影響を

及ぼしました。市内でも、令和 5 年 1 月に発生した記録的な寒波により、水道管が凍結・破損

し、市内全域で断水が発生しました。断水の対象世帯は 13,169 世帯となりました。市民の皆様

には大変ご迷惑をおかけいたしました。こういった災害の経験から、浄水施設や配水池等の基幹

施設や基幹管路の耐震化を進めると共に、緊急遮断弁※8 の設置や配水系統間のバックアップを

含めた災害に強い水道施設を構築していく必要があります。 

表 3.4.1 過去の地震による断水発生状況 

発生日 名称 最大震度 規模(M) 断水戸数 最大断水日数 

平成 23 年 3 月 11 日 東北地方太平洋沖地震 7 M=9.0 256.7 万戸 
約 5 ヶ月 

(津波地区等除く) 

平成 26 年 11 月 22 日 長野県神城断層地震 6 弱 M=6.7 1.3 千戸 25 日 

平成 28 年 4 月 14・16 日 熊本地震 7 M=7.3 44.6 万戸 約 3 か月半 

平成 28 年 10 月 31 日 鳥取中部地震 6 弱 M=6.6 1.6 万戸 4 日 

平成 30 年 6 月 18 日 
大阪府北部を震源とす

る地震 
6 弱 M=6.1 9.4 万戸 2 日 

平成 30 年 9 月 6 日 北海道胆振東部地震 7 M=6.7 6.8 万戸 34 日 

令和 3 年 2 月 13 日 福島県沖の地震 6 強 M＝7.3 2.7 万戸 6 日 

令和 4 年 3 月 16 日 福島県沖の地震 6 強 M=7.4 7.0 万戸 7 日 

令和 6 年 1 月 1 日 能登半島地震 7 M=7.6 13.7 万戸 約 5 ヶ月 

引用：国土交通省水管理・国土保全局水道事業課ホームページ水道施設の耐震化の推進より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：国土交通省水管理・国土保全局水道事業課ホームページより抜粋 

 

 

 

 

 

 

３．４ 危機管理 

送水管損傷(輪島市) 

 

取水口被害状況(珠洲市) 

 

-一ー==一~--
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（2）地震による被害想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新潟地震被害想定調査報告書より抜粋 

 

 

 
秋田沖の地震 新潟県南西沖の地震 粟島付近の地震 

(海洋型) (海洋型) (海洋型) 

モーメント・マグニチュード(Mw) 7.6  7.7  7.5  

予想震度 

(佐渡市) 

地震規模は比較的大き

いが、遠方の地震であ

るため影響が少ない。

震度は、佐渡市の両

津、佐和田にかけての

中央部低地で 5 強とな

る。 

佐渡市の両津、佐和田

にかけての中央部低地

や、羽茂、小木の一部

で震度 6 弱となる。 

震度は、佐渡市の両

津、佐和田にかけての

中央部低地で 5 強とな

る。 

液状化危険度 

(佐渡市) 

影響が少ない。 佐渡市の両津、佐和田

にかけての中央部低地

において液状化危険度

が高くなっている。 

影響が少ない。 

津波の最高水位 

(佐渡市) 

1.98ｍ 

(両津) 

1.39ｍ 

(両津) 

2.91ｍ 

(両津) 

津波の影響 

(佐渡市) 

約 30～50 分後に第一

波が到達する。両津の

加茂湖付近では、陸上

遡上が起こる。 

佐渡西岸では、4～20

分後に第一波が到達す

る。両津港付近、真野

湾東岸、羽茂港では、

陸上遡上が起こる。 

約 20～60 分後に第一

波が到達する。両津港

および加茂湖周辺、真

野湾東岸では、陸上遡

上が起こる。 
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想
定
地
震
被
害
の
結
果 

建
築
物 

全壊・大破棟数 0 棟 703 棟 4,727 棟 

半壊・中破棟数 1 棟 4,024 棟 15,699 棟 

火
災 

炎上出火数 0 棟 5 棟 47 棟 

焼失棟数 0 棟 5 棟 47 棟 

人
的 

死者数 0 人 19 人 117 人 

負傷者数 22 人 2,785 人 14,014 人 

うち 重傷者数 1 人 125 人 668 人 

避難者数 7 人 5,054 人 37,044 人 

水
道 

被害数 1 箇所 602 箇所 1,034 箇所 

断水世帯数 4,656 世帯 68,801 世帯 148,684 世帯 

津
波
被
害 

建
築
物 

床上浸水 0 棟 242 棟 1,894 棟 

床下浸水 721 棟 2,514 棟 2,259 棟 

人
的 

死者数 29 人 123 人 249 人 

負傷者数 58 人 943 人 3,734 人 

うち 重傷者数 11 人 181 人 718 人 

避難者数 961 人 4,385 人 5,297 人 

※表中の被害想定数は新潟県全体を示しています 

※新潟地震被害想定調査報告書より抜粋 

 

 

 佐渡市で想定される地震動において、佐渡市内においてもかなりの被害が出ると予想されま

す。特に、水道施設においては、沿岸部の津波による構造物の被害や、両津～佐和田にかけての

中央低地の液状化被害が懸念されます。したがって、液状化被害による管路の漏水事故や、津波

による構造物の破損など、今後起こり得る事象を考慮した耐震化および耐津波を考慮した施設

整備計画を進めなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※8 緊急遮断弁・・・配水管の破裂等で管路の圧力が設定圧以下になる、または地震計により設定地震動を検知すると、

自動的に遮断または切り替えが行われる弁で、配水池等出口に設置することにより、地震などの災害時に配水池内の水

を確保できます。  

◇主要施設・送配水システムの耐震化 

◇危機管理体制の強化 

 

課題
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（１）地球温暖化 

 水道水の供給にあたっては、水源からの取水に始まり、浄水場での浄水処理、配水池への貯留

など各過程で多量のエネルギーを使用し、二酸化炭素（CO2）や廃棄物を排出するなど多くの環

境負荷を伴います。地球温暖化防止が世界的にも求められており、水道事業は公営企業として可

能な限り電力消費量を少なくし、二酸化炭素の排出量を削減しなければなりません。したがって、

エネルギー消費の少ない効率的な水道システムを構築する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5.1 地球温暖化の仕組み 

 

引用：環境省地球環境局ホームページ 地球温暖化対策より抜粋 

 

（２）健全な水循環 

 水道事業は河川などの自然水を多量に取水し、生活用や産業活動用として利用することから、

流域の水循環に少なからず影響を及ぼしています。昨今の気候変動により、洪水と渇水が頻発す

ることも危惧されており、自己水源に頼っている佐渡市としては、貴重な水資源をより有効に利

用する必要があります。流域の水環境の保全は、上水道にとって良質な水源の確保に不可欠なこ

とから、自然環境と水道水源の保全維持に努めなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：環境省ホームページ 水・土壌・地盤環境の保全より抜粋 

 

 

 

 

  

３．５ 環境保全 

◇地球温暖化対策の実施 

◇有効率の向上 

 

温室効果のメカニズム

太陽からのエネルギーで地表
面が履まる。地表面から放射

される熱を温室効果ガスが吸

収•再放射して大気が曙まる。

濃室効果がこれまでより強くな

り、地表画の遍虔が上昇する。• これが地球温噸化

二酸化炭素などの遍室効果ガス

の大気中濃度が上昇すると…

温室効果のメカニズム
（環填奮 2008)

課 題

V
 

含
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（1）事業経営 

 １）収益的収支※9 

 佐渡市水道事業の経営状況は、人口が減少傾向にあり、主な収益である給水収益も減少傾向を

推移しながらも、市民の皆様のご協力により、事業を継続してきました。 

 しかし、今後は、これまで以上の人口減少と給水収益の減少が想定され、突発的な災害等によ

り、水道施設の被災による特別損失が一時的に増加する年も想定されます。したがって、収入と

支出のバランスを見極めつつ、健全な経営を続けていく必要があります。 

 

 ２）資本的収支※10 

 今後は、建設改良や施設の耐震化事業、老朽施設の更新などの増加が予想されることから、長

期的な収支見込みや自己資金である内部留保累計額の推移を踏まえながら、健全な水道経営を

維持してく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※9収益的収支・・・一事業年度の企業の経営活動に伴って発生するすべての収益と費用を表します。 

※10資本的収支・・・建物・施設の建設といった支出の効果が、次年度以降に及ぶものや企業債の元金償還などの費

用とその財源となる収入を表します。  

３．６ 経営 

上のグラフは、上水道事業が保有する施設を、法定耐用年数で順次更新した場合の簡単な将来シミュレーションで

す。市民の皆様のご協力により、令和 8 年４月と令和 10 年４月の２回、給水料金を 10％ずつ値上げさせていた

だくことになりましたが、それでもなお、損益が年々マイナス過多になっていくことが分かります。 

収益的収支 資本的収支・資金残高
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 佐渡市の水道料金は、口径別に基本料金と実際に使用した水量からの超過料金を合計した金

額に消費税額を加えた額となっています。 

 この水道料金については、近年の需要構造の変化に十分対応しているものとは言い難い状況

にあります。このことから、今後の水需要の動向や施設整備に係る費用等を踏まえながら、今後

を見据えた料金の水準や体系のあり方を検討していく必要があります。 

 

表 3.6.1 水道料金（税別） 

口径別 

令和８年４月 1日から 令和 10年４月 1 日から 

基本料金 超過料金 基本料金 超過料金 

１㎥ ～１０㎥ １1㎥以上 １㎥ ～１０㎥ １１㎥以上 

（mm） （円） （円） （円） （円） 

13 1,887  

１㎥ につき 

260 

2,058  

１㎥ につき 

283 

20 1,928  2,103  

25 3,144  3,429  

30 4,296  4,686  

40 7,125  7,772  

50 12,887  14,058  

75 25,038  27,314  

100 46,410  50,629  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：厚生労働省健康局水道課ホームページ 新水道ビジョンより抜粋 

 

 

 

 

用語の解説 

※11総括原価・・・総括原価＝(［公営企業としてなすべき努力を行った上での］営業費用）＋（資本費用、資本費用

＝（支払利息）＋（資産維持費）という算出により決定されます。この総括原価は、料金収入総額に一致します。 

※12個別原価・・・各使用者群に対して総括原価を各群の個別費用に基づき配賦し、基本料金と従量料金に区分し設

定する原価のことです。 

  

図 3.6.2 水道料金の算定プロセス 

［ ・料金算定期間決定
財政計回の策定 I 誓給計画等の基本方針の決定

• 財政収支見積もり

・営業柴用の算定

料金水準 （総括原価）の算定 I [. 支払利息、資産維持袈の算入
• 閲連収入の控除

料金体系の設定（個別原価の算定）I [ . ・; し合:::選択
• 原価の配賦

料金表の確定

二 K SADO CITY WATER WORKS ~ 
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◇水道事業の効率化 

◇コストの縮減 

◇適正な料金体系の構築 

◇技術の継承 

（３）組織体制 

 令和８年４月から佐渡市水道事業の組織は、上下水道課を本部として、両津市民センター、相

川市民センター、羽茂市民センターの各事業所に上下水道係を配置し運営します。職員数は合計

30 名で、そのうち、課長１名、課長補佐 1 名、事業所長補佐１名、事務系職員 18 名、技術系

職員９名となっています。 

 職員の平均年齢は 48.8 歳で、50 歳以上の職員年齢層の割合が、全体の 50％となっています。

特に、技術系職員は 40 歳以上の職員のみとなっており、若い人的資源を確保して、水道事業に

関する技術を継承していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水道関係職員年齢構成

今後10年間で輯
員の3割が退輯
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（１）窓口業務 

 窓口業務に関しては、水道料金の収納や各種相談の受付などを行っており、手続き等の迅速化

と窓口サービスの充実を図るなど、利用者の満足度を一層向上させる必要があります。 

 また、料金納入は、市役所・各支所・各行政サービスセンターか、指定金融機関等または全国

の主なコンビニエンスストアでも対応できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．７ サービス 

上下水道課 窓口 

【水道の開始、中止の注意事項】

◎ 水道の開始•中止は届出が必要です！

・転入、転出など、水通の伎用開始または中止には届け出が必要です。佐渡市上下水道課までお早めに

ご運絡をお願いします（電話可）。 水道の開始、 中止には一件につき500円の手数料がかかります．

水道の使用闘始、中止等の届出または料金に闘するお問い合わせ

受付時間午前8:30~ 午後5:30 C土日祝日を除く）

上下水遍課水道総務係 （商虹斤第2庁舎 3庸）
佐和田、金井、新穂、畑野、真野地区

電話 0259-67-7280

◎ 上下水道料金について

・料金衰

種別 メーターD径
基本料金 超過料金

10m3まで 11m3以上

13mm (f繹磁証） 1,887円
1 m3につき

水通 20mm 1.928円

25mm 3.144円
260円

下水通 1,887円
1 m3につき

240円

※上記に消費税相当額を加えた額。（水道、下水道ごとに 1円未満端数切捨て）

• 毎月、月初めに検針をして、その使用水量に基づき料金を算出します。
（例 ：4月中に使用した分は5月初めの検針で確定し、 5月分として謂求）

• 毎月分の「納入通知書」が郵送されますので、支払い期日までにお支払いください。

• 下水通に接続されている場合は、下水道使用料と合わせての請求となります。

• 佐渡市水通事業給水条例および佐渡市下水道条例が契約の内容となります。

・暢計鴫111111中捻メーターポ.,,,スO上に事や鴨なC書・かない．鬱た」隣戴なC遍喝に讐曙してください．

鯨等の鼻鸞〇帽見が遅れる琴れが即鳩．

◎ 上下水道料金が納入できる場所または金融機関 （納入通知書をあ持ちの場合）

各コンビニエンスストア PayPay 

佐渡市役所・各市民センター

｛第四北越銀行 大光銀行 新怠県労働金庫

※ 新潟縣信用組合 新潟大栄信用組合 佐渡震業協固組合

東日本信用漁業協同組合連合会 ゆうちょ銀行 （現金での納付は新潟県、長野景内のみ）

＊＊料金のお支払は、確実で便利な 《口座振替》をぜひご利用下さい！ ＊＊ 

• 口座振替の手続きは届出E0をご持参のうえ、上記の※金融携関窓口にて手続きをお願い

いたします。

• 口座振替日は毎月258(土日祝日の遵合は翌営業日）です。

戸尺 SADO CITY WATER WORKS ~ 
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◇サービスの充実 

 

（２）広報・広聴活動 

 平成１４年４月に改正された水道法では、水道事業者は需要者に対し、水質検査の結果やその

他水道事業に関する情報を提供することが義務付けられました。 

 佐渡市においては、佐渡市のホームページで水質試験結果をはじめ、上水道にかかる各種手続

きに関する情報を掲載しているほか、冬期の水道管凍結予防などについて、市報や回覧板および

緊急時情報伝達システムを活用して情報提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市報 

昌 冬に備えて水道管の凍結を防ぎましょう
冬は水道管が凍結・破裂しやすい季節です。水道管が凍結すると、水が使えなくなるだけでなく、修理代

など思わぬ出費にもつながります。事前の対策を今のうちからお願いします。

＂ ＊凍緒l,やすいところは? ~ 
●屋外でむき出しになっている水迅管や蛇口 ●屋外給楊器周りの配管 ●風当たりが強いところにある水道管
●家の北側や、日の当たらないところにある水逍管や水逍メーターなど

◎令和5年1月寒波の際、 市内ではトイレ、給湯器やボイラー、 屋外水栓などで凍結や破裂が多く発生しました。

r•* 凍緒を防ぐには? ~ 胃
•屋外でむき出 しになっている水道管や蛇口の保温
→ 水泊管や蛇口は、保温材やタオルなどを巻き付けて保温してください。なお、

タオルなどで保混する場合は、濡れないようにビニールなどで覆ってください。

• 水道メーターと止水栓が格納されているメーターボックスの保温
→ メーターポックスの中に保温材として、新聞紙やタオルなどが濡れないように

ビニール袋に入れたものを、水逍メーターの周りに詰めて保温してください。
土や砂での保温はしないでください。

•屋外の給湯器や湯沸器の保温
→給楊器や湯沸器なども凍結 ・破損することがあります。

露出した配管には保温材などを巻いて、保温してください。

お問い合わせ上下水道課水道維持管理係 も 67-7273

をジペム
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第４章 基本理念と施策の展開 

４．１ 基本理念 

４．２ 施策の体系 

４．３ 将来像Ⅰ：安全のための施策 

４．４ 将来像Ⅱ：強靭のための施策 

４．５ 将来像Ⅲ：持続のための施策 

一4 

4' 

SADO CITY WATER WORKS 
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佐渡市水道事業の将来像として、時代や環境の変化に的確に対応しつつ、水質基準に適合した

水を、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、必要な量を持続的に受け取ること

が可能な水道事業を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．１ 基本理念 

将来像I

安全
安全な水道

将来像JI

強靭
強靭な水道

-

将来像m

持続
水道サービスの
持続

将来像I安全 将来像II強靭

全ての市民が、いつでもどこでも、

安全な水を安心して

飲める水道を目指します

自然災害等による被災を最小限に

とどめ、被災した場合であっても、

迅速に復旧できるしなやかな

水道を目指します

将来像m持i紺［
給水人口や給水量が減少した状況に

おいても、健全かつ安定的な

事業運営が可能な水道を

目指します

言 SADOCITY WATER WORKS ~ 
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４．２ 施策の体系 

水需要

O給水人口と給水口の減少

.... 
◇水道システムの再構築

◇健全な水道経営

水質管理

0多種多様な水源の新たな
水質リスク

水道施設

O更新時期を迎える老朽化
した施設の増大

...... 
◇原水水質の保全 • 監視強化 ◇水道システムの再編

◇適切な水質検査の実施 ◇老朽化施設の計画的更新

l J 

◇主要施設・送配水システム

の耐震化

◇危機管理体制の強化

環境保全

O施設運転で多口のエネル
ギー消費それに伴う

二酸化炭素等の排出

◇地球温暖化対策の実施

◇有効率の向上

9経営 ＿ 

0水需要減少に伴う料金7 
収入の減収

O技術系職員の人材不足

◇水道事業の効率化

◇コストの縮減

L 
◇適正な料金体系の構築

◇技術の継承

サービス

0新たな整備、体系づくり
など市民の皆様への説明

責任が求められる

◇サービスの充実

湯
（
 

基本理念：未来へつなぐ安全で強靭な水道

将来像I: 安全

全ての市民が、いつでもどこでも、

安全な水を安心して飲める

水道を目指します

ノヽ

将来像m:持続
給水人口や給水国が減少した状況においても、

健全かつ安定的な事業運営が可能な

水道を目指します

施策方針I(安全）

安全な水道水を提供

1-1 浄水処理の充実・強化

1-2 水質管理体制の充実

1-3 環境負荷の低減

施策方針II(強靭）

災害に強い水道システムの構築

Il-1 主要籠設・重要送配水系統の耐震化

Il-2 危機管理対策の確立

Il-3 応急給水拠点の整備

施策方針me持続）
効率的な水道経営を推進

m-1 水道システムの再編

m-2 業務の効率化

m-3 人材の育成と技術の継承

効果的な老朽化施設の更新・改良

m-4 アセットマネジメント手法を

導入した長期計画の策定• 実施

市民の皆様へのサービスの充実

m-s サービスの向上

◇浄水処理の充実・強化

◇水質管理体制の強化

◇高効率機器の導入

◇基幹施設の耐震化

◇管路の耐震化

◇危機管理体制の確立

◇緊急時相互連絡管の整備

◇非常用自家発電設備の整備

◇資機材の管理

◇給水拠点の整備

◇応急給水設備の整備

◇送配水システムの再編

◇施設の一体化や統廃合

◇経四の削減

◇水道料金の適正化

◇人材育成と技術の継承

◇維持管理業務委託の推進

◇構造物の更新計画の策定

◇管路および機械電気設備の更新

◇適正な維持管理による長寿命化

◇アセッ トマネジメン ト手法の導入

◇広報の充実

~ SADO CITY WATER WORKS ~ 一
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《施策方針Ⅰ》安全な水道水を提供 

《主要事業》  Ⅰ-１ 浄水処理の充実・強化 

       Ⅰ-２ 水質管理体制の充実  

       Ⅰ-３ 環境負荷の低減    

施策の背景 

取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《主要事業Ⅰ-1》 浄水処理の充実・強化 

 

 

 ○水道水の水質は、その水源水質に大きく左右されることから、安全で安心な水道水の供給の

ためには、水源水質に応じた管理が必要です。 

 ○飲用すると下痢症状を起こすクリプトスポリジウム※1 等の対策が必要な浄水場は、佐渡市

においては全て緩速ろ過、急速ろ過または膜ろ過による浄水処理施設を有しておりますが、

ろ過出口において濁度を 0.1 度以下で管理することが求められており、浄水処理の管理を

更に充実させる必要があります。 

 ○異常気象による渇水・増水など、過去に経験したことのない水質の変化が想定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①浄水処理の充実・強化 

  水源ごとの水質特性に応じた浄水場の再構築などにより、浄水処理の充実・強化を図ります。 

  クリプトスポリジウム等の対策を強化するため、紫外線やろ過設備などの導入を検討する

と共に、水質計器の充実や運転管理の適正化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※1 クリプトスポリジウムは、細菌やウイルスとは異なり原虫類です。自然界にはアメーバやゾウリムシのように単細

胞の原生動物が多種類存在しますが、他の動物に寄生して増殖するものを原虫といいます。  

４．３ 将来像Ⅰ：安全のための施策 

 ◇水源や環境の変化による水質変動を踏まえた浄水処理の充実・強化

を促進し、安全な水道水を提供します。 

 

 

 

基本方針

~ SADO CITY WATER WORKS ~ 
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施策の背景 

取り組み 

《主要事業Ⅰ-２》 水質管理体制の充実 

 

 

 ○佐渡市は、市民の皆様に安心して水道水を利用していただけるよう、水源から蛇口まで定

期的に水質検査を行っています。 

 ○水道は、平常時はもとより有事においても、お客様に及ぼす影響を極力緩和する措置を講じ

る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①水質管理体制の強化 

  職員数が減少するなかで、豪雨等の異常気象が頻発し、突発的な水質問題が発生すること

が危惧されます。このような事態に対処するため、水質計器の更新や設置を行い、水質の

監視に努めます。また、水質検査計画の策定と実施、アウトソーシングによる民間活力な

ども導入した施設の日常点検・記録・整理整頓、施設の施錠・状態の目視・異臭などの点

検強化を検討します。 

 

  水道法に基づいた水質検査を検査機関に委託し、検査結果を随時公表します。 

 

 

 

  

 ◇環境変化に伴う水質変動にも対応できるよう、水源から蛇口までの

水質管理体制を強化します。 

 

 

 

墓本方針

~ SADO CITY WATER WORKS ~ 
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《主要事業Ⅰ-３》環境負荷の低減 

 

 

 ○水道施設を運転するうえで、ポンプなどの大型機械により多大なエネルギーを消費してお

り、それに伴う電力量や、地球温暖化に寄与する二酸化炭素などの排出量を削減する必要が

あります。 

 ○水道原水から水道水を浄水する際に発生する浄水汚泥※2 は、通常、産業廃棄物として処理

されます。また、その処分方法によっては、環境に影響を与えることから、浄水汚泥の低

減や有効利用を推進する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①高効率機器の導入 

  浄水管理棟などの施設の照明・空調設備の更新時には、高効率機器を導入し、省エネルギー

を推進します。また、ポンプの回転数を変えられるインバータ制御※3 など高効率機器の導

入を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

※厚生労働省『上水道システムにおける再エネ・省エネ等導入促進事業』より抜粋 

 

 

 

 

 

用語の解説 

※2 浄水汚泥・・・浄水場で河川水などの濁りを除くときに混ぜた凝集剤と濁りの成分が反応して沈殿したものです。

※3 インバータ制御・・・直流電流から交流電力を電気的に生成する電源回路、またはその回路を持つ電力変換装置の

ことです。逆変換回路、逆変換装置などとも呼ばれます。制御装置と組み合わせることなどにより、省エネルギー効果

をもたらすことも可能なため、近年、利用分野が拡大しています。  

施策の背景 

 ◇エネルギーの有効利用や、資源のリサイクルを推進し、できる限り

二酸化炭素の発生を抑制し、環境負荷の低減に努めます。 

 

 

 取り組み 

墓本方針

●ポンプヘのインバータ導入による省エネ例 インバータ

: ： ,j 

I 11 I 1!..!.!J_号 L111 I I S~D~ ~:TY 1wAT1E1R w1o R~S ~ ~ 

http://www.weblio.jp/content/%E7%9B%B4%E6%B5%81
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%A4%E6%B5%81
http://www.weblio.jp/content/%E9%9B%BB%E6%BA%90%E5%9B%9E%E8%B7%AF
http://www.weblio.jp/content/%E5%88%B6%E5%BE%A1%E8%A3%85%E7%BD%AE
http://www.weblio.jp/content/%E7%9C%81%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC
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《主要事業Ⅱ-１》 主要施設・重要送配水系統の耐震化 

 

 

 ○被災時にも安定して給水を行うため、厚生労働省で策定した『水道の耐震化計画等策定指針』

に沿って、施設を耐震化する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①基幹施設の耐震化 

  施設更新時に、施設の重要度や優先度を判定し、順次、耐震補強を実施します。また、災

害時に飲料水を確保する目的として、緊急遮断弁施設の抽出と検討、設置を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②管路の耐震化 

  配水本管、導・送水管路、災害時における拠点医療施設など重要施設への供給ルートなど

の管路については、優先的に更新を行い、耐震管への布設替えを推進します。 

  

《施策方針Ⅱ》災害に強い水道システムの構築 

《主要事業》  Ⅱ-１ 主要施設・重要送配水系統の耐震化 

Ⅱ-２ 危機管理対策の確立        

Ⅱ-３ 応急給水拠点の整備        

４．４ 将来像Ⅱ：強靭のための施策 

施策の背景 

 ◇大規模地震時にも安定給水ができるよう、重要度と優先度を定め、

計画的に耐震化を実施します。 

 

 

 取り組み 

基本方針

(A) 

目日日
臼:::給水施設の

日 重要給水施設（医療機関、避難所等）

I 一~ 重要給水施設管路 l
ー 上記以外の管路

I 11 I 1!..!.!J_号 L111 I I S~D~ ~:TY 1wAT1E1R w1o R~S ~ ~ 
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施策の背景 

《主要事業Ⅱ-２》 危機管理対策の確立 

 

 

 ○緊急遮断弁の設置や配水系統間のバックアップを含めた災害に強い水道施設を構築してい

く必要があります。 

 ○震災被害を想定した訓練の実施や、災害時にも迅速かつ的確な対応が可能な体制確保に努

める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①危機管理体制の確立 

  被災時に最も重要となる、初動体制の円滑な立ち上げに向け、危機管理マニュアルの常時

見直しや、初期対応および復旧体制を確保できる組織体制の維持、関連団体との連携や相

互応援体制の維持に努めます。 

 

 ②緊急時相互連絡管の整備 

  既に整備済みの、加茂歌代から両津吉井浄水場間で、津波等の被災時に水道水を相互融通

する緊急時用連絡管のように、今後も配水幹線等の相互連絡管の整備を進め、災害時にお

けるバックアップ機能を強化します。 

 

 ③非常用自家発電設備の整備 

  重要な施設には、非常用自家発電設備を整備し、災害時におけるバックアップ機能を強化

します。また、設置済みの発電機については、毎月起動点検を実施します。 

 

 ④資機材の管理 

  管路地図情報システムを常に最新情報となるよう随時更新し、全体の施設を日常監視でき

るよう、遠方監視システムおよびメール通報システムの整備・更新を図り、適切な管理に

努めます。 

 

  管路設備においては、管種・継手材の統一化を図り、万一破損した場合でも市内業者で容

易に修理復旧可能な材料を選定し、規格等を統一したうえで、材料を一定量貯蔵します。 

  

 ◇被災時にも迅速な応急活動が行えるよう、非常時の対応マニュアルの

整備や訓練などを進めます。また、重要な施設への非常用自家発電設

備を整備し、災害発生時のバックアップ機能の強化を図ります。 

 

 

取り組み 

基本方針

I 11 I 1!..!.!J_号 L111 I I S~D~ ~:TY 1wAT1E1R w1o R~S ~ ~ 
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取り組み 

《主要事業Ⅱ-３》 応急給水拠点の整備 

 

 

 ○離島である佐渡市は、他都市から派遣される応援要員や資機材が到着するまで、かなりの

時間を要することが想像されます。そこで、災害時に平常時の給水が困難になった場合で

も、飲料水の供給方法等の体制を確立する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①給水拠点の整備 

  被災時に応急給水を可能にするため、配水池などへの備蓄水量の確保と、貯留水の流失を

防ぐ緊急遮断弁の設置を行います。 

 

 ②応急給水設備の整備 

  被災時に必要となる飲料水を迅速に供給できるよう、正規給水車を常に待機状態に保つほ

か、軽トラックに積載可能な 300ℓ程度の給水タンクと非常用飲料水袋を多数常備しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土交通省水管理・国土保全局水道事業課『地震対策マニュアル策定指針』より抜粋 

  

施策の背景 

 ◇被災時にも迅速な応急給水が行えるよう、非常時の応急給水拠点の

整備を推進します。 

 

 

 

基本方針

組
織
体
制

応
急
体
制

▲
 
応援事業体等

員

゜

（対
策
本
部
会
議
）／
一

間

初
動
体
制

，
11g
1
[
”
 

数日

I職
t 

地震発生からの経過期間

初動体制による活動 l 応急体制による活動
・ 情報収集 •連絡（応援要請等）i . 本格的な応急復旧・
・被害調査、緊急措置 ！ 応急給水等
• 応急給水等 ！ 

， 
i初動体制の確立！
＇ 

［主な業務J! ・参集と配備等！
！ ， 

i I 
＇ 

I 11 I 1!..!.!J_号 L111 I I S~D~ ~:TY 1wAT1E1R w1o R~S ~ ~ 



35 

 

施策の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《主要事業Ⅲ-１》 水道システムの再編 

 

 

 ○人口が減少し、それに伴う料金収入の減収が予想されるなかで水道事業を維持していくた

めには、施設の維持管理費を低減させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 ①送配水システムの再編 

  給水エリアの見直しなどを行い、ポンプ施設や配水池の再配置等により、自然流下方式を採

用し、エネルギー消費が少ない効率的な水道システムの構築を目指します。 

 

 ②施設の一体化や統廃合 

  給水エリアの見直しなどを行い、維持管理費を必要とする施設を可能な限り統廃合します。

また、その際、有収水量の減少に伴う施設のダウンサイジングを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《施策方針Ⅲ》効率的な水道経営を推進 

《主要事業》  Ⅲ-１ 水道システムの再編   

       Ⅲ-２ 業務の効率化      

       Ⅲ-３ 人材の育成と技術の継承 

４．５ 将来像Ⅲ：持続のための施策 

 ◇自然流下方式の採用により、エネルギー消費の少ない効率的な水道

システムを目指します。また、可能な限り施設を統廃合し、維持管

理の必要がある施設数を減らします。 

 

 

 

取り組み 

 

 

 

 

 

 

現 況 

計 画 

基本方針
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 ○施設の一体化と統廃合の先駆けとして、約１０ヵ年の事業で、両津地区の一部、金井地

区、佐和田地区の給水区域統合を検討しています。この事業により、老朽化が著しい浄水

場と水源水質の悪化した水源（佐和田浄水場（佐和田）、丸ツブリ浄水場（金井）、柱山浄

水場（金井）、二宮浄水場(佐和田)）を廃止して、２箇所程度にダウンサイジングして統合

することができ、将来の財政への圧迫を抑えることが可能となります。また、当該エリア

内において、比較的水質が良い場所から水源を求めることで、浄水処理にかかる費用の削

減効果も期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○両津地区、金井地区、佐和田地区の給水区域の統合だけでなく、今後、統合可能な地区に

ついて順次統合を推進し、将来の財政への圧迫を抑えていきます。 

  

両津・金井・佐和田統合 

 

. I佐渡市水道事業全図I
．．．．．．．．． 
I水道事業統合後I ... .... 
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《主要事業Ⅲ-２》 業務の効率化 

 

 

 ○水需要とともに料金収入が減少していく一方で、災害対策の充実など、社会情勢は多様化

し、料金収入につながらない取り組みが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 ①経費の削減 

  事業の見直しや委託による経費の削減、新技術や新工法による工事費の削減など、効率的

な事務の執行により、維持管理費の削減に努めます。 

 

 ②水道料金の適正化 

  健全経営に努めるのはもちろんのこと、定期的に料金を見直すと同時に、一般会計からの

繰入金を見通して、水需要の動向や施設整備に要する費用等を踏まえながら、料金の水準

や体系について検討し、適正化を図ります。また、起債残高の増大を抑制するために、施

設整備には可能な限り国庫補助事業などを活用するほか、借入額の目安を設定し、料金収

入とのバランスも考慮して、財政の健全化を図ります。 

 

  ☆ 国に対して、補助金や繰入れ基準の見直しなど、財政支援の強化を要望する。 

  ☆ 施設の統廃合等を進め維持管理費の削減に努める。 

  ☆ 起債の借入額を抑制し、将来負担の削減に努める。 

  ☆ 料金の見直しも視野に経営の健全化を図る。 

 

 

  

施策の背景 

 ◇多様化する要望にお応えするため、業務の効率化を推進し、財政負担

の軽減に努めて参ります。 

 

 

 
取り組み 

基本方針
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《主要事業Ⅲ-３》 人材の育成と技術の継承 

 

 

 ○団塊の世代の大量退職に直面し、職員数の減少のみならず、これまで培ってきた技術・ノ

ウハウが喪失していきます。今後の水道事業の経営環境を踏まえると、施設整備、資金調

達のいずれの観点からも相当な困難が予想される中、少なくとも水道事業の基幹的な業務

について、専門性をもった職員が担当できるよう、組織体制をしっかり確保、強化する必

要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①人材育成と技術の継承 

  人事異動による新たな配置職員の技術修得に対処するため、熟練職員の現地での直接技術

継承および共有を図ります。また、計画的な技術管理者等有資格者の育成や、各種研修会・

講習会への参加を通じ、次世代の人材確保および育成に積極的に努めます。 

 

 ②維持管理業務委託の推進 

  専門分野ごとの分割から統括的な委託まで業務内容を検討するとともに、旧簡易水道地区

の事情、緊急時の初期対応などを考慮し、集落、個人、地元業者など、地域分割による地域

密着型の維持管理業務委託を検討します。 

 

 

 

  

施策の背景 

 ◇将来的にも健全な水道運営を目指していくため、人材育成と技術の

継承を推進し、技術基盤の確保に努めます。 

 

 

 取り組み 

墓本方針
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《主要事業Ⅲ-４》 アセットマネジメント手法を導入した 

長期計画の策定・実施 

 

 ○今後の給水収益の減少と更新事業費の増大に対応するためには、水道施設の特性を踏まえ

つつ、中長期的な視点に立ち、効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系が必要と

なります。 

 ○既存施設の実態を的確に把握し、更新の必要性や優先度等を判断し、更新計画を策定のう

え計画的に更新を進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①構造物の更新計画の策定 

  劣化調査や耐用年数調査などを基に、更新の必要性、優先度、改築か補強かの方向を示す

更新計画を策定します。 

 

 ②管路および機械電気設備の更新 

  老朽化が進んだ管路や機械設備については、適切に更新を行います。また、更新時には、

地震に強い耐震管や、高効率機器を採用し、機能向上を図ります。 

 

 ③適正な維持管理による長寿命化 

  管路や各施設の適正な維持管理により施設の延命化を図ります。 

 

 ④アセットマネジメント手法の導入 

  佐渡市では、本ビジョンを作成するために、水道資産の情報を整理し、財源裏付けのある

効果的な老朽化施設の更新のためのアセットマネジメント検討の見直しを行いました。こ

の検討に基づき、今後の施設更新を行っていくのはもちろんのこと、適宜、補修および改

善を行い、効率的な施設更新を進めていきます。 

  

《施策方針Ⅲ》効果的な老朽化施設の更新・改良 

《主要事業》  Ⅲ-４ アセットマネジメント手法を導入 

した長期計画の策定・実施    

施策の背景 

 ◇施設の劣化状況や更新の必要性、優先度を的確に判断し、適宜、補修

および改修を行い、施設の機能回復を図ります。また、アセットマネ

ジメントの観点から、施設の更新を計画的・効率的に進めて参りま

す。 

 

 

 

 

 

取り組み 

基本方針
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※厚生労働省水管理・国土保全局水道事業課『アセットマネジメントに関する手引き』より抜粋 

水道におけるアセットマネジメントとは

く定義＞

水道における「アセットマネジメント（資産管理）」とは、水道ビジョンに掲げた持続可能な水道事
業を実現するために、水道施設の特性を踏まえつつ、中長期的な視点に立ち、水道施設のライ
フサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践活
動を指す。(1-6)

＜概念函＞ JJ 
中長期的視点 （概ね30~40年以上）

更新＇需要 I 財政収支見通し

＜ 戸 ’
機能診断等に基づく
更新時期の検討

羹金確保計画の検討

技術的根拠を有し、財源の裏付けのある要新計画の策定及び実行

［ アセットマネジメントの視点を持った事業運営 ） 

◎基礎データ整傭、技術的知見に基づく点検•診断等

-c:::::J-
, ---------------------------------------------------, 
：水道施設全体の鑓全性及び中長期における更新需萎の把握 ；

： 長期を見据えた更新の前倒し、 更新投資の平準化 ： 
aaaaaa會a==aaaaaa,a=aaaaaa,aa=aaaaaa=a==aaaaaaa=aaaaa,aa•

立
◎中長期的な視点での更新需要•財政収支見通しの検討

→こ~

,-------------------・-------------------------------―, ： 将来の更新需要に対応した資金確保策の具体化 ： 

， 財源の裏付けを有する計回的な更新投汽の実施 I 

・--・--------------------------------・-----------------! 
_t 

◎計画的更斬で予防保全的に施設の健全性・耐震性を確保

-=CJ-
,·-轡----雫雫雫雫雫---雫-雫雫-轡轡~雫-雫轡雫----雫雫雫-雫ー轡轡雫雫--鴫雫---·-,

： 老朽化に伴う突発的断水事故や地震被吝の軽減 ： 

， 水這施設全体のライつサイクルコストの減少 ， 
・---------------------------------------------------! 

_i 
◎更新の必要性等を水道利用者等に遍時遍切に情轍提供

-.CJ.-____ , ________________________________ , ______________ _ 

9 水道事棠への理解憧成、 信頼性の忘い事棠運営 1 
, ____ , _____________________________________________ , __~ 

ミ

ー

将来にわたって施設•財政両面で健全性が確保

→ニコ一持続可能な水道革案遅営が可能
ー

I 11 I 1!..!.!J_号 L111 I I S~D~ ~:TY 1wAT1E1R w1o R~S ~ ~ 
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佐渡市独自の更新基準の設定 

 

 安定した水道事業を運営するうえで、健全施設という側面からだけ見れば、法定耐用年数に沿

った更新が望ましいといえます。しかし、他事業体も含め、現実的に費用面で厳しいのが状況に

あります。そこで、佐渡市独自の更新基準を設定しております。 

 この基準年数については、国土交通省が公表する「実使用年数に基づく更新基準の設定例」に

設定事例等がまとめられています。 

 以降は、同設定例の内容を踏まえ、今回の設定根拠となる記載を整理します。 

 

【実使用年数に基づく更新基準の設定例】 

 

※ 赤線部分の記載を今回の設定として参考。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建築・土木の設定例のうち、年数が長い事例を参照

して建築・土木 90 年とします。 

〇建築

半成21年度に加生労働省が実施した「水道巾業におけるアセットマネジメント（資産管理）の

取組状況調査」（以降、取組状況調森と呼ぶ）において、タイプ4またはタイプ 3のアセットマネ

ジメントを実施している水道事業者等では、 65年,..__,75年での更新を設定していることから、例

えば、実使用年数を 70年と設定することが一案として考えられます。

0 土木

取組状況調査において、タイプ4またはタイプ3のアセットマネジメントを実施している水道事

哭者等では、65年,.__,go年での更新を設定しています。また、 上木構造物の更新実紐について

は、関西水道ギ業研究会における調査ギ例 I)があり、平均使用年数は 73年です。

上木構造物については、例えば、実使用年数を73年と設定することが一案として考えられま

す。

-~- SADO CITY WATER WORKS ~ w 
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【実使用年数に基づく更新基準の設定例（厚生労働省）】 

 

※ 赤線部分の記載を今回の設定として参考。 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用年数の実績として電気・機械が 26 年程度と

します。 

O 設備類 （電気、機械、計装）

取組状況調査において、タイフ4またはタイフ 3のアセットマネジメントを実施している水道_<:j,:

業者等では更新址準を表ー2の設定が行われています。

また、設備類は更新サイクルが短いため、更新尖紹のデータが茜柏されています。設備類の

更新実紹については、（公社） U本水道協会 2)、（公財）水道技術研究センター3)、関西水道ギ

業研究会刈こおける調査.!cj:l:例があり、半均使用年数は表ー3のとおりです。

設備類については、平均使用年数から、例えば、軍気 25年、機械24年、計装21年と設定

することが一案として考えられます。

2)水道維持腎理指針2006アンケートVI(機械磁気設備・計装設備）、 平成18月、 A本水道協会
3)持続可能な水道サーピスのための浄水技術に関する研究(¥qua!O共同研究）成果報店苔、浄水施設史
新シミュレータ』解説甚、 '¥成24年2月、水道技術研究センター

表ー2水道ギ業者等での更新基準例（取組状況調査）

工種 更新基準の設定値

受変這配這設備 20------40年で設定

竜気 直流竜源設備 6,....,20年で設定

非常用竜源設備 15-----40年で設定

ポンプ
20,...._,30年で設定

＊オーバーホールする場合は別途設定（例えば50年）

機械
滅保i設備 15-----25年で設定

薬注設備 法定耐用年数または 15----30年で設定

沈殿・ろ過池機械設備 20--..,30年で設定

排水処理設備 20,..._,40年で設定

計装
流情計、水位計、水質計器 10,.......,25年で設定

監視制御設備、伝送装四 15,...__,23年（監視テレビ装四を除く）で設定

表ー3 半均使用年数の実紹例

工種 日本水道協会＊ 水道技術研究センター＊＊ 関西水道事業研究会 半均

電気 22.6年 26.2年
24.8年

24.5年

機械 21.3年 25.5年 23.9年

計装 18.4年 22.6年
盲

20.4年 20.5年

＊ 主要設備の更新年数の半均値を笥出 '¥ 
終更新率が 50%となる値（中央値）を符出

-~- SADO CITY WATER WORKS ~ w 
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【実使用年数に基づく更新基準の設定例（厚生労働省）】 

 

 

 

 

 

※ 赤線部分の記載を今回の設定として参考。 

 

 

  

DIP⇒95 年でも事故率は（1 件/km/年）以下 

RR⇒90 年でも事故率は（1 件/km/年）以下 

SP(溶接)⇒75 年でも事故率は（1 件/km/年）以下 

〇管路

取組状況調査において、タイフ4またはタイプ3のアセットマネジメントを実施している水道ギ

業者等では、40年,..__,80年での更新を設定しています。管種別では泄通鋳鉄笠では40年,..__,50

年、鋼管では 40年,..__,70年、ダクタイル鋳鉄管で防食対策としてポリエチレンスリープが施され

ていない一般的な上壌では40年,..__,80年、耐哀継手や防食対策を有ナるものでは60年,..__,100

年程度の設定が行われています。

管路の更新実紐については、関西水道＊業研究会における調査ギ例 1)4)があり、平均使用

年数は 59.3年でした。なお、管種別では泊通鋳鉄管の平均使用年数は 50年、鋼管は 40年

でした。

なお、（公財）水道技術研究センターでは、竹路事故の実紹を分析し、竹路の機能劣化予測

式（経過年数による中；故率の推定、図ー1参照）5)を作成しています。管路の実使用年数につい

ては、先進ギ業体の更新基咄と機能劣化予測式によるキ故率及び耐浪性能を考廊して、例え

ば、笠種（様式2-2の水道統計の笠種区分）ごとに表ー4のように設定することが一案として考え

られます。

4) 長期的視点から見た設備投資と経常のあり）f~ 設伽史新時代を迎えて～中間報告礼H案）、平成 12年
3月、 OO西水道'l庄業研究会
5)持絞可能な水道サービスのための行路技術に関する研究(c-Pipc)報告祁、平成23年、水道技術研究

センター

（叶
/
W

V
4,I)ぶ
埒
裕

f

0

9

8

7

6

5

4

3

2

 

ー

一VP(RR継手、良い地盤、</>100-150) 

経過年t(年）

図ー1

一DIP(ポリエチレンスリーブなし、良い地盤、
の50-250)

- CIP(良い地盤、1/)75-250)

一SP(ねじ継手、良い地盤、 1/)50-150)
一SP(溶接継手、良い地盤、 1/)200-450)

笠路の機能劣化予測式の一例

I II l-l.!.!.!.LL--1...J-111 I I S~D~ ~l:TY IWATIEIR wlo R~S ~ ~ 
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【実使用年数に基づく更新基準の設定例（厚生労働省）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表ー4管路の更新品準（実使用年数）の設定例

更新基準の初期設定値
実使用年故の設定値例

水道統計の行種区分 （法定耐用年数）

鋳鉄竹 （ダクタイル鋳鉄行は含まない） 40年---...50年

ダクタイル鋳鉄竹耐震型継Fを11・する
ダクタイル鋳鉄行 k形継手等を有するもののう 60年～

ち良い地盤に布没されている 80年

ダクタイル鋳鉄w-cI--. 記以外・不明なものを含む）
銀行（溶接継手を有ナる） 10年～

銀nc r. 記以外・不明なものを含む） 70年

6綿セメント行 (m) 40年

硬竹塩化ビニル/jJ (IUZロング継手等を有ナる）
10年～

硬竹塩化ビニル行 (RR継平等を有する）
10年

硬竹塩化ビニル行（ 卜．記以外・不明なものを含む）
60年

コンクリート竹 ,IQ年

鉛竹 40年

ホリエチレン行 （祁密度、熱隙行継Fを介•する） 10年～

ホリエチレン管 （卜記以外・不明なものを含む） 60年

ステンレス行耐炭型継手を有する 40年～

ステンレス/j';'(卜記以外・不明なものを含む） 60年

その他 （管種が不明のものを含む） 40年

＊ 平成18年度管路の耐浜化に関する検討会報告屯F、平成 19年3月
沖 1) ~汗3)は、検討会報告芯を参照

·)~ 故率、耐震性能
を考磁した史新基

準としての 案＊＊

50年

80年

70年

60年

70年

10年

40年

60年

50年

10年

JO年

10年

60年

40年

60年

10年

10年

耐浜性能＊

レベル レベル

l 2 

X X 

゜゚
゜
沖 I)

゜
X 

゜゚
X X 

゜
沖 2)

゜
X 

X X 

゜
沖 3)

゜
X 

゜゚
**•j靖故率及び耐澁性能を考幽した設定の例ですので、竹路の布設屎境（地買、上頃の腐食性、ホリエチレンス
リープのh無等）、竹種別の布設時期、漏水 •J;:故実紹等、 ・J.i:党体の実梢を踏まえた設定を心がけてください
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表 Ⅲ-4-1 法定耐用年数、佐渡市更新基準の整理表 

施設管種区分 法定耐用年数 実使用年数 佐渡市更新基準 

建築 50 65~75 

90 
(実使用年数Max) 

※ほぼすべての施設

が RC構造のため、

土木に準じています 

土木 60 65~90 
90 

(実使用年数Max) 

機械 15 21~26 
26 

(実使用年数Max) 

電気 15 23~26 
26 

(実使用年数Max) 

DCIP 

(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管) 
40 60~80 

95 
(機能劣化予測式から) 

CIP 

(鋳鉄管) 
40 50 

60 
(耐用年数×1.5) 

GP,SP,SUS 

(鋼管) 
40 50 

75 
(機能劣化予測式から) 

HPPE 

(配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管) 
40 60 

95 
(機能劣化予測式から) 

VP,HIVP,VPR 

(硬質塩化ﾋﾞ管) 
40 40 

60 
(耐用年数×1.5) 

HIVPR 

(ｺﾞﾑ輪型硬質塩ﾋﾞ管) 
40 40 

90 
(機能劣化予測式から) 

PE 

(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管) 
40 40 

60 
(耐用年数×1.5) 

不明管 40 40 
40 

(法定耐用年数) 

※水道施設の建築物は、水槽のような土木構造物に付随するものがほとんどであるため 

土木構造物と同じ更新基準と設定 

※機能劣化予測式の採用については、事故率 1 件/ｋｍ/年 未満となる値を設定 

 

 管路については、DCIP や HPPE などの管種によっては、期待耐用年数 100 年というものも

あり、従来と比較して管の性能が著しく向上しています。また施工面では、特に管回りに埋め戻

す材料など、過去の施工方法では耐久性を下げるものもありましたが、現在の施工方法であれば

長期使用も可能です。また、鋳鉄製品（継手金具等）への錆対策や、一部にステンレス製品を使

用するなどの長寿命化工法によって、実質的な長期間の管路維持が可能となります。 

 佐渡市では、これら管路や施設の長寿命化につながる資材や工法を既に採用しており、施設全

体の長寿命化に取り組んでおります。 

 この更新基準の採用と、施設統合による効率化を図り、施設更新事業に係る資金需要の圧縮と

平準化を行うことで、持続可能な水道施設の構築と運用が実現できます。 

 

 

 

  

-~- SADO CITY WATER WORKS ~ w 
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佐渡市水道事業 施設統合事業と基幹的施設改良事業を合わせた全事業費 

 下記に示したグラフは、佐渡市上水道区域全体の施設と管路を含めた、施設統合事業と基幹的

施設改良事業を合わせた 5 年毎の事業費を示したグラフです。 

 上段は、法定耐用年数ごとに更新を行う場合に必要な事業費を示しており、下段は、更新基準

を佐渡市独自のものに設定し、統合可能な施設統合を行った場合の事業費を示しています。 

 更新基準の見直しと、施設統合を行うことで、年間平均事業費を 69.4 億円から 16.7 億円へ

と、約 76％圧縮することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ⅲ-4-1 施設統合をせず法定耐用年数で施設更新をした場合の更新需要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ⅲ-4-2 施設統合を行い佐渡市更新基準で施設更新をした場合の更新需要 

 今後将来 50 年の間に、重要施設の耐震化および老朽化した施設の更新費用として、約 595 億

円かかります。また、施設統合事業に約 240 億円かかることから、合計で約 835 億円、年間事

業費ベースでは約 16.7 億円/年の事業費が必要となります。 

  

50 年間 平均 69.4 億円/年 

50 年間 平均 16.7 億円/年 

80,000 

70、000

60,000 
更

房斤 50、000
需 40,000 
要

30、000
百

万
20,000 

円 10,000

゜

更新需要（構造物及び設備、管路）

2025年~2030年~2035年~2040年~ 2045年~2oso年~2055年~2060年~2065年~2070年～

2029年 2034年 2039年 2044年 2049年 2054年 2059年 2064年 2069年 2074年

●構造物及び設備 ●蛍路

80,000 

70,000 

60,000 

0

0

 

oooo 

⑳

⑩

 

更

新

需

要

0
 
0
 
0
 
0
 

0

0

0

 

0

0

0

 

,

'

,

 

0

0

0

 

3

2

1

 

百

万

円

更新需要（構造物及び設備、菅路）

2025年~ 2030年~2035年~ 2040年~2045年~ 2oso年~ 2055年~ 2060年~ 2065年~ 2070年～

2029年 2034年 2039年 2044年 2049年 2054年 2059年 2064年 2069年 2074年

●構造物及び設備 ●営路
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表 Ⅲ-4-3 年度別事業計画 

 

 

 

  

事業名 
R8～R17 

事業費 
R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

水源整備開発事業 300,000 千円   

 

       

浄水場等施設 

更新事業 
5,140,000 千円   

 

       

浄水場等施設 

改修事業 
3,590,000 千円   

 

    

 

  

老朽管更新事業 3,670,000 千円 

 

    

 

  
 

 

重要施設等 

耐震化事業 

(導・送・配水管) 

2,000,000 千円   

 

 

 

   

 

 

導・送・配水管 

布設替事業 
2,000,000 千円     

 

    

 

令和 17 年までの 

総事業費 
16,700,000 千円 

水質改善・水源枯渇の要対策地区 

佐和田・金井・両津地区浄水場更新(統廃合) 

市内全域 高優先度順（老朽浄水設備・電気計装設備改修） 

国中地区施設統合（調整池・送水管等整備） 

畑野地区 老朽管更新 

新穂地区 老朽管更新 

赤泊地区 老朽管更新 

相川地区 老朽管更新 

相川地区 

金井地区 

両津地区 

全地区（道路等の他事業関連工事） 

全地区（老朽管更新以外の導・送・配水管路布設替工事） 

〈10 年間の施設更新等計画概要一覧〉 
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《主要事業Ⅲ-５》 サービスの向上 

 

 

 ○市民の皆様の意向とニーズの的確な把握に努めながら、双方向での対話型広報への転換を

図り、情報の共有化を推進していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 ①広報の充実 

  佐渡市水道運営審議会における検証項目の公開および意見聴取のほか、ホームページや市

報を通じて、水道に関する情報を積極的に発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《主要事業》  Ⅲ-５ サービスの向上 

 

施策の背景 

 ◇広報の充実や水道情報の公開を行い、市民の皆様へのサービスの向上

に努めます。 

 

 

 取り組み 

佐渡市ホームページ 

《施策方針Ⅲ》市民の皆様へのサービスの向上 

墓本方針

全 佐渥市"'"心紐の = !;_,'ユ＃血．心皿四父文字サイズ に 丑印fの変更 aE¥13
Goo,i• •• 『-・---くらしの情報 「 市政情報 観光情報 しごとの情報 I トキ情報 岱＆＃寄GOALS働凶........... で'"'・
'1;llJ トッブベージ ＞相潅で丙和f>;;lfi>t下水濤課,e水道の寒波対策について（まとめ）
匿 t下水預i黒＞合水漬IJ)寒波対策1;:ついて （まcめ） >J下水預課,e水道の裏波対策について （まとめ） 0 

0水道の寒波対策について（まとめ）

園唇記;<ID• 0000148 l!'i如 2024年1祖27口四 ~~

気が氷点下4度以可こなったり、零度以下の気温が続くと水直嘗が凍桔し水通が使えなくなるだけ

でなく、破損した場包れ修還が必衰となり惑わぬ出費にもつながります。

また、温水や凍拮防止のための過度な水出しなどにより、減水、断水の発生も予測されます。

このページで1む虹じ寒波兌策についてまとのてご蒟勺します。

みなさまのお家の事演に合わせて、粕もってご対応していただきます<さ心顧いしまォ●

なお、晟新の情報は、佐渡市緊急情穀伝遣システム F別受信損）や佐渡市公式SNS等で発信しま

す。

あらかじめユーザー登錢し、墨新グ責報をチェックしていただきますふうお願いします。

目次

水道嘗の凍桔防止対策について

水iii!日が凍桔I,炉昂今

元 (1t水杵）の閉め方について

島外在住の方、留守宅、空さ家等の湯合

仔河市ぽ守珀水特齊T事車業有ー百表

糧水磁認方活1.::か て

糧水減免苫I序Isついて

「下水渾課からの情惑奔信について

圭

重要なお知らせ

2C26年11'30日事新

令和7年8月6日からの衷雨で袴室令

受tられた方へぽ梧i;:聞する情
皿

2C25年II月4日更新

f'lrllr巾 j 々かleるシa 、~t" >グワ
イトは：：ヤ干）です’

2C2'年戸1日天舒

水邑戸吊は燃やす.--みに入れないで

ください

2C24年12、司27日更新

合水渾の襄液対策について（末r
皿

④ こがージを見tいる人は
こんなベージも見ています

仔浮島の守さ家 （賃賃 ・売胃） 情報

今3の佐渭 （ライブカメラ）

佐浮市汀．欝館

令和7年度 希;;;;;:表育料

指定給水技置工事事茎者一覧

一一
I 11 I 1!..!.!J_号 L111 I I S~D~ ~:TY 1wAT1E1R w1o R~S ~ ~ 
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第５章 財政収支概算計画 

５．１ 収益的収支概算計画 

５．２ 資本的収支概算計画 

一4 

4' 
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収益的収支

収入 支出 損益

 

 

（１）収益的収支 

 佐渡市水道事業の経営状況は、人口が減少傾向にあり、主な収益である給水収益も減少傾向を

推移しながらも、市民の皆様のご協力もあり、なんとか事業継続をしてきました。 

 しかし、今後は、今まで以上の人口減少と給水収益の減少が容易に想像できることや、突発的

な災害等により、水道施設の被災による特別損失が一時的に増加する年も想定できます。したが

って、収入と支出のバランスを見ながら、健全経営していかなければなりません。 

 

 佐渡市水道事業の業務活動等について、令和 16 年度まで見通した収益的収支グラフを

示します。また次ページに「収益的収支 概算計画表」に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）・消費税及び地方消費税抜きで表示しています。 

  ・令和 16 年度までに水道料金収入を定期的に見直した計画としています。 

  ・収益的収入の補助金については、一般会計繰入金となることから、財政部局との協議によ

り基準外繰入額を含めて計画しています。 

  ・平成 28 年度から島内の簡易水道事業をすべて統一し、一つの水道事業会計として事業を

実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．１ 収益的収支概算計画 
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（１）資本的収支 

 今後は、建設改良や施設の耐震化事業、老朽施設の更新などの増加が予想されることから、長

期的な収支見込みや自己資金である内部留保累計額の推移を踏まえながら、健全な水道経営を

維持してく必要があります。 

 

 佐渡市水道事業の建設改良費、財源について、令和 16 年度まで見通した資本的収支グラ

フを示します。また次ページに「資本的収支 概算計画表」に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）・消費税及び地方消費税込みで表示しています。 

  ・資本的収入の出資金については、一般会計繰入金となることから、財政部局との協議によ

り基準外繰入額を含めて計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．２ 資本的収支概算計画 
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（２）資本的収支概算計画表 
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第 6章 フォローアップ 
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  『佐渡市水道事業ビジョン』で掲げた目標の達成と、事業の計画的・効率的な実施のために

は、適切な進捗管理（フォローアップ）が必要となります。 

  このことから、ＰＤＣＡサイクルを活用し、分野毎の計画の策定を行い、水道事業の継続的

な向上を目指します。 

  また、その達成度を議会やホームページ等で公表し、いただいたご意見や社会情勢を踏まえ

て、適宜、計画の見直しを行います。 

 

６．１ フォローアップ 

． ． ． ． ． ． 

計画） ，； 

.......___ —-----
ヽ~- - --. 

＼ ' 
Act ¥ 
（見直し）

-.....__ —一ク ...___ ----

t... ~~~~ ← 

［ 市民のみなさま ］ 
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